
野
外
音
楽
堂
や
野
外
ス
テ
ー
ジ
は
整
備

さ
れ
て
い
な
い
。
市
内
の
音
楽
を
楽
し

む
複
数
の
団
体
か
ら
野
外
で
各
種
の
ラ

イ
ブ
や
コ
ン
サ
ー
ト
が
で
き
る
施
設
を

ぜ
ひ
整
備
し
て
ほ
し
い
と
の
要
望
が
出

て
い
る
。
市
長
の
積
極
的
な
答
弁
を
求

め
る
。

音
楽
イ
ベ
ン
ト
が
で
き
る
公
園

は
、
森
園
公
園
、
ア
ル
カ
デ
ィ

ア
記
念
公
園
が
あ
る
が
、
森
園
公
園
は

仮
設
ス
テ
ー
ジ
を
持
ち
込
ん
で
の
開
催

と
な
っ
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。
現

在
、
森
園
公
園
の
再
整
備
計
画
を
策
定

し
て
お
り
、
屋
外
で
の
音
楽
イ
ベ
ン
ト

が
開
催
で
き
る
常
設
ス
テ
ー
ジ
の
設
置

を
計
画
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

前
川
　
與 

議
員

こ
の
道
路
は
近
隣
家
屋
の
雨
水

対
策
、
児
童
通
学
路
、
農
業
経

営
の
合
理
化
の
た
め
、
現
況
１
ｍ
幅
の

農
道
を
隣
接
農
地
の
皆
様
の
無
償
提
供

に
よ
り
幅
６
ｍ
、
延
長
１
４
０
ｍ
の
市

道
認
定
を
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
で
あ

る
。
長
年
の
待
望
で
あ
っ
た
救
急
車
、

消
防
車
等
の
対
応
が
で
き
る
状
況
と
な

り
近
隣
住
民
が
感
謝
し
て
い
る
が
、
今

後
の
工
事
計
画
、
進
捗
状
況
は
ど
う
か
。

等
が
主
体
と
な
っ
て
行
わ
れ
て
い
る
の

が
実
態
で
あ
る
。
研
究
の
必
要
が
あ
る

が
、
当
面
は
現
行
で
進
み
た
い
。

朝
長
　
英
美 

議
員

全
国
学
力
調
査
の
結
果
が
発
表

さ
れ
て
本
市
は
全
国
平
均
よ
り

小
学
校
に
お
い
て
は
下
回
っ
て
い
る

が
、
本
市
の
学
力
向
上
へ
の
取
り
組
み

は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。
ま
た
、
他
市

で
は
無
料
学
習
塾
を
開
設
し
て
所
得
格

差
が
学
力
格
差
に
つ
な
が
る
こ
と
を
な

く
す
対
策
と
し
て
行
わ
れ
て
い
る
が
、

「
教
育
支
援
事
業
」
と
し
て
本
市
で
も

取
り
組
み
を
考
え
ら
れ
な
い
か
。

生
活
環
境
や
学
習
環
境
の
改
善

に
よ
り
学
力
は
向
上
す
る
と
い

う
仮
説
を
立
て
、
力
を
入
れ
て
お
り
、

こ
れ
に
よ
り
心
の
伴
っ
た
学
力
を
培
う

こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。
外
部
人
材
の

活
用
に
つ
い
て
は
、
放
課
後
子
ど
も
教

室
な
ど
で
取
り
組
ん
で
い
る
が
、
今
後
、

全
体
的
に
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い

く
か
研
究
が
必
要
で
あ
る
。

村
崎
　
浩
史 

議
員

大
村
市
内
は
若
年
世
代
か
ら
シ

ニ
ア
世
代
ま
で
、
絵
画
、
彫
刻
、

写
真
、
書
道
、
陶
芸
な
ど
で
活
躍
さ
れ

て
い
る
方
が
多
い
。
地
域
の
文
化
芸
術

こ
そ
、
ま
ち
づ
く
り
の
核
に
な
れ
る
。

美
術
館
と
い
う
ハ
コ
モ
ノ
は
す
ぐ
に
は

難
し
い
の
で
、
ま
ず
は
、
ウ
ェ
ブ
上
に

大
村
市
内
で
活
躍
し
て
い
る
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
の
作
品
を
集
積
さ
せ
た
大
村
市
民

美
術
館
構
想
を
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

市
民
が
作
品
を
鑑
賞
、
発
表
で

き
る
場
は
市
美
術
展
や
市
民

ギ
ャ
ラ
リ
ー
な
ど
が
あ
る
が
、
展
示
期

間
等
が
限
定
さ
れ
、
発
表
し
た
い
時
期

に
展
示
す
る
こ
と
が
容
易
で
な
い
状
況

も
あ
る
。
よ
り
多
く
の
作
品
発
表
の
場

を
求
め
る
声
も
承
知
し
て
お
り
、
そ
の

声
に
応
え
る
一
つ
の
手
法
と
し
て
興
味

深
い
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
特
性
を
生

か
す
内
容
や
運
営
方
法
等
に
つ
い
て
研

究
し
た
い
。

村
上
　
信
行 

議
員

市
内
小
中
学
生
の
母
親
や
女
性

教
師
よ
り
暑
さ
対
策
が
要
望
さ

れ
、
小
中
学
校
の
す
べ
て
の
普
通
教
室

に
４
基
の
扇
風
機
が
設
置
さ
れ
た
。
熱

中
症
等
の
改
善
の
状
況
は
ど
う
か
。

暑
さ
で
体
調
不
良
に
な
り
保
健

室
に
来
室
し
た
児
童
生
徒
数
は

１
０
３
名
で
あ
り
、
昨
年
に
比
べ
43
名

減
っ
た
。
今
年
は
全
国
的
に
特
に
熱
中

症
が
多
か
っ
た
こ
と
か
ら
す
る
と
非
常

に
効
果
が
あ
っ
た
と
思
っ
て
い
る
。
そ

の
ほ
か
、
学
習
に
集
中
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
と
い
う
声
や
夏
休
み
に
も
教
室

を
活
用
し
て
自
主
学
習
し
て
い
る
な

ど
、
児
童
生
徒
、
教
員
等
か
ら
も
好
評

で
あ
る
。

中
瀬
　
昭
隆 

議
員

大
津
市
の
い
じ
め
に
端
を
発
し

た
教
育
委
員
会
の
あ
り
方
が
大

き
な
話
題
。
会
議
は
政
令
指
定
都
市
、

都
道
府
県
で
月
２
回
強
し
か
開
か
れ

ず
、
委
員
提
案
の
議
題
も
約
１
割
。
形

骸
化
が
著
し
い
。
あ
ま
り
に
も
多
岐
に

わ
た
る
業
務
を
学
校
教
育
中
心
に
組
織

改
革
が
必
要
で
は
な
い
か
。
ま
た
近
代

の
歴
史
教
育
の
大
事
さ
を
痛
感
す
る
出

来
事
が
起
き
て
い
る
。
教
科
書
の
選
定

に
問
題
は
な
い
か
。

平
成
23
年
度
は
教
育
委
員
会
定

例
会
や
学
校
行
事
等
、
教
育
委

員
１
人
年
36
回
出
席
し
て
お
り
、
そ
の

際
の
所
感
等
に
つ
い
て
も
報
告
を
い
た

だ
い
て
い
る
。
教
育
委
員
の
方
々
は
非

常
に
熱
心
で
あ
り
、
市
長
と
も
意
見
交

換
を
行
う
な
ど
連
携
し
て
い
る
。
教
科

書
の
選
定
は
市
民
、
保
護
者
、
教
師
へ

の
公
開
、
調
査
員
、
審
議
委
員
会
を
経

て
教
育
委
員
会
が
採
択
す
る
。
公
平
、

厳
正
に
行
っ
て
い
る
。

朝
長
　
英
美 

議
員

本
市
は
転
入
転
出
の
多
い
土
地

柄
か
ら
２
学
期
制
で
は
戸
惑
う

こ
と
が
多
い
と
思
わ
れ
る
。
全
国
的
に

見
て
も
３
学
期
制
に
戻
す
傾
向
で
あ
る

が
本
市
は
ど
う
か
。
ま
た
、
土
曜
授
業

を
再
開
し
て
い
る
自
治
体
が
多
い
中
、

低
学
年
の
負
担
を
考
え
る
と
土
曜
授
業

再
開
が
必
要
で
は
な
い
か
と
思
う
が
、

本
市
で
も
再
開
可
能
か
。

３
学
期
制
と
の
比
較
で
は
な

く
、
２
学
期
制
を
成
功
さ
せ
る

た
め
の
施
策
に
取
り
組
み
、
そ
の
成
果

は
あ
っ
た
と
捉
え
て
い
る
。
土
曜
授
業

に
つ
い
て
は
、
国
の
指
導
に
よ
り
保
護

者
等
と
の
触
れ
合
い
を
主
体
と
し
た
も

の
に
な
っ
て
お
り
、
学
校
運
営
協
議
会

北
村
　
貴
寿 

議
員

平
成
25
年
夏
に
稼
働
す
る
新
給

食
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
障
が

い
者
雇
用
を
進
め
ら
れ
な
い
か
。
障
が

い
者
の
法
定
雇
用
率
が
適
用
さ
れ
る
社

員
50
名
以
上
の
企
業
は
大
村
市
内
に
は

数
少
な
い
。
給
食
業
務
を
委
託
す
る
企

業
に
は
大
村
市
独
自
の
雇
用
基
準
を
適

用
し
て
は
ど
う
か
。
ま
た
、
業
務
の
一

部
を
分
割
し
市
内
の
就
労
支
援
事
業
所

等
に
委
託
で
き
な
い
か
。

調
理
業
務
等
の
委
託
に
つ
い
て

は
、
庁
内
で
選
定
方
法
や
委
託

の
内
容
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
る
。
障

が
い
者
の
雇
用
に
つ
い
て
は
、
可
能
な

業
務
が
あ
る
こ
と
か
ら
他
市
の
事
例
を

参
考
に
し
て
取
り
組
み
た
い
。
た
だ
し
、

事
業
者
選
定
の
際
に
条
件
を
付
し
た
場

合
、
事
業
者
が
特
定
さ
れ
、
独
禁
法
に

抵
触
す
る
可
能
性
が
あ
る
の
で
、
他
市

の
事
例
な
ど
を
参
考
に
し
な
が
ら
研
究

し
た
い
。

北
村
　
貴
寿 

議
員

昨
年
10
月
に
軟
弱
地
盤
が
判
明

し
、
建
設
費
の
増
額
が
想
定
で

き
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
議
会
に
一
切

説
明
し
な
い
ま
ま
24
年
度
当
初
予
算
を

審
議
さ
せ
た
。
こ
れ
は
議
会
軽
視
で
あ

り
審
議
の
前
提
が
崩
れ
る
こ
と
に
な

る
。
ま
た
、
10
億
９
千
万
円
か
ら
14
億

７
千
万
円
へ
と
総
額
３
億
８
千
万
円
も

の
建
設
費
増
額
は
看
過
で
き
る
も
の
で

は
な
い
。
基
本
計
画
の
一
部
見
直
し
を
。

こ
の
事
業
は
、
中
心
市
街
地
の

居
住
人
口
や
来
訪
者
の
増
加
、

楽
し
め
る
商
業
空
間
の
展
開
等
、
目
標

を
持
っ
て
や
っ
て
い
る
。
ご
指
摘
の
議

会
に
対
す
る
説
明
が
極
め
て
遅
れ
た
こ

と
に
つ
い
て
は
今
後
十
分
に
気
を
つ
け

る
が
、
来
年
１
月
に
完
成
す
る
上
駅
通

り
再
開
発
と
の
２
核
１
モ
ー
ル
の
大
事

な
１
核
で
あ
る
本
町
ア
パ
ー
ト
・
市
民

交
流
プ
ラ
ザ
の
建
設
は
何
と
し
て
も
実

現
し
た
い
。

伊
川
　
京
子 

議
員

親
和
銀
行
跡
地
の
本
町
ア
パ
ー

ト
・（
仮
）
市
民
交
流
プ
ラ
ザ

の
建
設
費
は
約
12
億
円
と
説
明
さ
れ
て

き
た
が
、
突
然
３
億
８
千
万
円
も
の
増

額
方
針
が
示
さ
れ
た
。
こ
れ
ま
で
の
説

明
で
は
増
額
の
根
拠
、
経
緯
が
は
っ
き

り
せ
ず
納
得
し
が
た
い
。
住
宅
部
分
の

戸
数
を
減
ら
し
て
増
額
分
を
抑
え
る
な

ど
の
検
討
は
し
な
か
っ
た
の
か
。
ま
た

市
長
に
計
画
を
見
直
す
考
え
は
な
い
の

か
。

岩
舟
住
宅
、
片
町
住
宅
、
上
小

路
住
宅
を
集
約
す
る
こ
と
か

ら
、
戸
数
を
確
保
す
る
必
要
が
あ
り
、

減
ら
す
等
の
協
議
は
し
て
い
な
い
。
ま

た
、
元
気
の
な
い
ま
ち
に
活
力
を
与
え

る
た
め
、
中
心
市
街
地
の
２
核
１
モ
ー

ル
の
計
画
も
予
定
を
変
更
す
る
こ
と
は

考
え
て
い
な
い
。

山
北
　
正
久 

議
員

都
市
公
園
の
整
備
に
つ
い
て
提

案
す
る
。
市
内
に
は
大
村
公
園

を
代
表
と
す
る
都
市
公
園
が
５
カ
所
所

在
し
て
い
る
が
、
い
ず
れ
の
公
園
に
も

小
中
学
校
の
学
力
向
上
の

問
題
に
つ
い
て

新
給
食
セ
ン
タ
ー
で
の

障
が
い
者
雇
用
に
つ
い
て

ウ
ェ
ブ
上
で
の
大
村
市
民
美

術
館
の
展
開
は
ど
う
か 

教
育
委
員
会
の
あ
り
方
、

学
校
で
の
近
代
歴
史
教
育

野
外
ス
テ
ー
ジ
の
常
設
を

要
望
す
る
声
に
応
え
よ

市
道
宮
小
路
１
丁
目
３
号
線
の

進
捗
状
況
に
つ
い
て
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学
校
の
暑
さ
対
策
に
つ
い
て

本
町
ア
パ
ー
ト
の
建
設

予
算
増
額
に
つ
い
て

３
億
８
千
万
円
も
の
増
額

３
学
期
制
と
土
曜
授
業
の
再
開

都
市
整
備


